創世記研究
１章　１節

　初めに、神が天と地を創造した。

【口語訳】はじめに神は天と地とを創造された。

【新共同訳】初めに、神は天地を創造された。

【原語】

　ベレシート バラー エロヒーム エット ハシャマイム ヴェエット ハアレツ

＊ヘブライ語で七文字から構成される最初の一文を理解する者は、聖書全体を理解すると言われている。

「初めに」：原語「ベレシート」は、「頭」という言葉から派生しており、ある事物の先端や頂点を示唆する語である。つまり、すべての事物（事象）の先端、発端という意味である。

　この世界の先端にあるもの、それは神による天地創造である。そして、その世界の先端のさらに先に何があるかを聖書は問うことをしない。しかし、「初めに」という言葉には、この世界の発端が神による創造から始まった事実と共に、その先端の先にすでに神がおられたことを暗示している。神は初めの初め（始原）であり、絶対的な原初（元始）であり、すべてのものの根源なのである（Cf.出エジプト記3:14）。

出エジプト記 3:14

　神はモーセに仰せられた。「わたしは、『わたしはある』という者である。」また仰せられた。「あなたはイスラエル人にこう告げなければならない。『わたしはあるという方が、私をあなたがたのところに遣わされた』と。」
　すべての始まりは「神」からであり、その「初め」の重要性に立ち帰ることを聖書は教えている。聖書は万事を「初め」から書き記す書なのである。

マタイの福音書1:1　アブラハムの子孫、ダビデの子孫、イエス・キリストの系図。

マルコの福音書1:1　神の子イエス・キリストの福音のはじめ。

ルカの福音書1:3

　私も、すべてのことを初めから綿密に調べておりますから、あなたのために、順序を立てて書いて差し上げるのがよいと思います。

ヨハネの福音書1:1　初めに、ことばがあった。

「神」：原語「エロヒーム」は「エル」の複数形であるが、これは多神教を意味しない。例えばヘブル語「顔」（ペニイム）も複数形であるのと同様に、神の属性の複雑な意味を表わすものとも、あるいは神の尊厳を表わすためとも解されている。また、「エロヒーム」は複数形であるが、その述語動詞である「創造した」（バラー）は単数形である。
Cf. 申命記 6:4　聞きなさい。イスラエル。主は私たちの神。主はただひとりである。

＊ここでも「神」は「エロヒーム」（複数形）であり、その神が唯一の主（ヤハウェであると語られている。

「天と地」：「天」を太陽・月などの地球以外の天体、「地」を地球として解釈するものもあるが、アウグスティヌスは、「天」を天使の創造と解釈する。つまり、「天」とは、天使世界に代表される霊的世界のことであり、「地」とは、地上世界のことを意味しているのである。
「創造した」：原語「バラー」は神の創造行為にのみ用いられる特別な語であり、言葉または意志によって創造するという意味である。これに対して、「造る」と訳出されている語「アサー」は、何らかの素材・原料をもって創造する場合に用いられている。

　創世記１章において、「バラー」は５回使用され（1, 21, 27）、「アサー」も５回使われている（7, 16, 25, 26, 31）。しかし、神の天地創造において最も多用されている言葉は、「語る」（仰せられた、名づけられた）という語である。つまり、神の特徴的な行為は「語る」ということであり、神と被造世界の関係が確定されるのは、神の語りによってなのである（3, 5, 6, 8, 9, 10, 11, 14, 20, 22, 24, 26, 28, 29）。

Cf. 民数記 23:19

　　　神は人間ではなく、偽りを言うことがない。

　　　人の子ではなく、悔いることがない。

　　　神は言われたことを、なされないだろうか。

　　　約束されたことを成し遂げられないだろうか。

　　イザヤ書 55:11

　　　そのように、

　　　わたしの口から出るわたしのことばも、

　　　むなしく、わたしのところに帰っては来ない。

　　　必ず、わたしの望む事を成し遂げ、

　　　わたしの言い送った事を成功させる。

１章　２節

　地は茫漠として何もなかった。やみが大水の上にあり、神の霊が水の上を動いていた。

【口語訳】地は形なく、むなしく、やみが淵のおもてにあり、神の霊が水のおもてをおおっていた。

【新共同訳】地は混沌であって、闇が深淵の面にあり、神の霊が水の面を動いていた。

【原語】ヴェハアレツ ハイター トフー ヴァヴォフ ヴェホシェフ アル ベネー テホム ヴェルアハ エロヒーム メラヘフェト アル ベネー ハマイム
「茫漠として」：原語「トフー」は「無形、（生物が棲息しない）荒涼」の意で、まさに形も姿をない荒涼とした情景を意味している（without form［KJV］、formless［NIV］）。

「何もなかった」：原語「ヴァヴォフ」は「（中身のない）空の状態」を意味しており、内容がなく空っぽであることを表わしている（void［KJV］、empty［NIV］）。

「大水」：原語「テホム」は「原始の大洋」のことで、古代の神話的世界像に共通してみられる宇宙生成以前の状態を海のイメージで表したものである。また、テホムはバビロニア神話における混沌を意味する神ティアマットと語源的につながっていることから、創世記への影響が喧伝されてきたが、男性形「テホム」は女性形「ティアマット」より古いのである（the deep［KJV、NIV］）。

「神の霊」：「霊」は原語「ルーアハ（ruwach）」で、「霊」と共に「風」、「息」の意がある。ヘブライ語の「ルーアハ」は女性名詞である（the Spirit of God［KJV、NIV］）。

　また、「霊」はギリシヤ語では「プネウマ（pneuma）」で、この語もヘブライ語と同様に「風」、「息」の意があるが、「プネウマ」は中性名詞である（「御霊」を意味する「プネウマトス（pneumatos）」も中性名詞）。さらに、「ルーアハ」、「プネウマ」に相当するラテン語は「スピーリトゥス（spiritus）」で、「（微）風」、「（吐）息」の意味があるが、この語は男性名詞である。

　因みにギリシヤ語で「助け主」（ヨハネ15:26）を意味する「パラクレートス（parakletos）」は男性形である。
「動いていた」：原語「ラーハフ」は「覆うように舞っている」という意味の動詞で、聖書中にまれな語である（moved upon［KJV］、hovering over［NIV］）。「（卵などを）抱く、覆いかぶさる」などの意味でもあり、申命記では、鷲が雛鳥を飛ばせようとして、その巣の上を舞っている様を描く言葉として用いられている（32:11）。この動詞は旧約聖書中、創世記（1:2）、申命記（32:11）の他にエレミヤ書にのみ使用されている（23:9）。
申命記 32:11　鷲が巣のひなを呼びさまし、
　　　　　　　そのひなの上に舞いかけり、

　　　　　　　翼を広げてこれを取り、

　　　　　　　羽に載せて行くように。

＊「神の霊が水の上を動いていた」という表現は、めん鳥が雛の世話をし、守っている様子を描写したものである（Cf. イザヤ31:5, マタイ23:37）。

Cf. イザヤ書 31:5　万軍の主は飛びかける鳥のように、

　　　　　　　　 　エルサレムを守り、

　　　　　　　　　 これを守って救い出し、これを助けて解放する。

　　マタイの福音書 23:37

　　　ああ、エルサレム、エルサレム。預言者たちを殺し、自分に遣わされた人たちを石で打つ者。わたしは、めんどりがひなを翼の下に集めるように、あなたの子らを幾たび集めようとしたことか。それなのに、あなたがたはそれを好まなかった。

　「形なく（トフー）」と「むなしく（ヴァヴォフ）」という二つの言葉は、旧約聖書において組み合わされてしか用いられていない。そして、これらの言葉が描写する世界は実に惨めで、滅茶苦茶な有様をしており、一切の秩序もなく無に等しいものであり、中身も空っぽのがらんどうの世界だったのである。このまま放っておけば、ただ混沌と無秩序があるだけで、そこには何らの進化も成長もない、まさに闇に包まれた世界そのものだったのである。

　しかし、この混沌と闇に包まれた世界を「神の霊」が覆っていた。「神の霊」が支配しているという事実こそ、慰めと希望の光となる。初めの初め、絶対永遠の存在である神は、この混沌と闇に包まれた事態を放置されることはなく、すべてを包み込み、そこから偉大なる創造のみわざを始められたのである。
＊エゼキエル書には死者の枯れた骨が谷間に満ちていた時、神の霊（息）がその上に吹いて復活させられたという幻が描かれているのである（32:2-10）。

Cf. エゼキエル 37:2-10

　　　主は私にその上をあちらこちらと行き巡らせた。なんと、その谷間には非常に多くの骨があり、ひどく干からびていた。・・・そのとき、主は仰せられた。「息に預言せよ。人の子よ。預言して息に言え。神である主はこう仰せられる。息よ。四方から吹いて来い。この殺された者たちに吹きつけて、彼らを生き返らせよ。」・・・そして彼らは生き返り、自分の足で立ち上がった。

１章　３－５節

　神は仰せられた。「光があれ。」すると光があった。神は光を見て良しとされた。神は光とやみとを区別された。神は光を昼と名づけ、やみを夜と名づけられた。夕があり、朝があった。第一日。

【口語訳】神は「光あれ」と言われた。すると光があった。神はその光を見て、良しとされた。神はその光とやみとを分けられた。神は光を昼と名づけ、やみを夜と名づけられた。夕となり、また朝となった。第一日である。

【新共同訳】神は言われた。「光あれ。」こうして、光があった。神は光を見て、良しとされた。神は光と闇を分け、光を昼と呼び、闇を夜と呼ばれた。夕べがあり、朝があった。第一の日である。

「神は仰せられた」：神は言われるだけで、つまり、言葉だけで創造のみわざをされる。そして、「神は仰せられた」という表現は創世記１章において１１回出てくる（3, 6, 9, 11, 14, 20, 22, 24, 26,28, 29）。言葉は意志の発表されたものであり、意志は言葉となって初めて完成するのである。

ヨハネの福音書1:3

　すべてのものは、この方によって造られた。造られたもので、この方によらずにできたものは一つもない。

【口語訳】すべてのものは、これによってできた。できたもののうち、一つとしてこれによらないものはなかった。

【新共同訳】万物は言によって成った。成ったもので、言によらずに成ったものは何一つなかった。

　神の霊が水のおもてを覆うように舞い続け、神の霊が動き震え続ける中で、「光あれ」という神の御言葉が語られている。ここには神の深い熟慮と緻密な準備（計画）の果てに、神の絶対的意志表示（みこころ）としての御言葉が発せられたことが暗示されている。神の霊は決して静止しておらず、すべてを包み込みながら、水のおもてを覆うように舞っていたのであり、それは偉大なる神の創造のみわざの胎動であり、その時間は熟慮と準備の期間であった。

　また、「仰せられた」とは、言葉を語られたということであり、言葉を語る存在であることは人格を有する存在であることの証左でもある。神は言葉を語り、言葉によって働かれるのであり、単なる原初のエネルギーでも、絶対的な力だけでもない。神は人格を備えた理性的存在であり、心情的存在なのである。その神が熟慮を重ね、最上の計画に基づいて、最も美しいみわざの始まりとして、「光あれ」という御言葉を発せられ、「光」を創造されたのである。
「光があれ」：原語では「イェヒー・オール」であり、「あれ」（イェヒー）は存在ではなく、生成を意味する言葉である。つまり、「光があれ」は「光よ、現れよ」、あるいは「光よ、生じよ」という意味合いの表現である。

「すると光があった」：邦訳では「光があった」と過去形で訳出されているが、原文では命令形や過去形の区別はないので、「光があれ」も「光があった」も原文では全く同じ言葉である。つまり、「光があれ」（イェヒー・オール）であり、「光があった」（イェヒー・オール）なのである。

　従って、この箇所は原意では「神は仰せられた、『光がある』。すると、光がある」となる。神はただお一人で「光がある」と宣告されているのであり、その宣告の通りに「光がある」のである。すなわち、神の語られる御言葉と、御言葉により創造されたものとは、全く一つであり、御言葉が被造世界そのものであり、被造世界が御言葉そのものとなるのである。神によって創造された被造世界の一つ一つが、神の御言葉そのままの記録であり、御言葉そのままの実体なのである（Cf. 詩篇 19:1-4, 33:6）。

Cf. 詩篇 33:6　主のことばによって、天は造られた。
　　　　　　　 天の万象もすべて、御口のいぶきによって。

＊中近東諸国にも「言葉」が創造の媒介となるという考えはあったが、その「言葉」は魔術的な「言葉」であって、神の意志を表わす「言葉」ではない。また、バビロンの太陽神マルドゥクは創造神であるが、Ｐ典記者はそれを克服し、太陽に先立つ「光」について述べ、しかもその「光」さえも被造物であることを表白する。このような神の徹底的超越の思想は神と世界の連続性を前提とする中東諸国の諸宗教と著しく対立するのである。

　「光があれ」の「光」は「オール」であり、「光る物が天の大空にあって」（1:14）の「光る物」は「メオーロース」であり、この両者は同じ「光」を意味しているのではない。

「神は光を見て、良しとされた」：神の創造のみわざは、まず最初に「神の御言葉」があり、その次に、御言葉による創造の「結果」があり、そして、最後に御言葉により創造されたものの「確認」がある。神は御言葉を語られて、創造のみわざをなされるが、その結果を必ず確認しておられるのである。

　しかし、ここで確認されたことの意味は、光が良いものであるかどうかを確認され、それが良いものであったので「良しとされた」という意味ではない。この箇所の原意は「神はその光を見て、良いのを見られた」である。つまり、光を見てから良いと承認したのではなく、見られた時に光が良い状態であることを確認されただけなのである。たとえ神がその光を見られなくても、それは御言葉の通りに、神の理想とされたものと寸分も違わない光として創造されていたのであり、まさに「良い」ものであったのである。それにもかかわらず、神は創造された光を見られたのである。光は全く良いものであるが、それでもその光を見たいと思われるところに、神が人格的存在であり、さらに心情的存在であることの真実の姿がある。

「良しとされた」：「良し」は原語「トーヴ」で、これは善悪良否の判断ではなく、また道徳的な質と関係しているのではなく、審美的な質と関係した言葉なのである。原意では「結構だ、わが意を得た」という意味であり、さらに「美しく心を惹かれる、目を楽しませる、美しい」などの心情的・情緒的意味を豊かに内包した言葉なのである。つまり、「良しとされた」という言葉の中には、神が創造された光に対して満足され、喜ばれている心情が込められている。神は御自身が創造されたものの美しさに心を惹かれ、それを眺めることに楽しみと喜びを感じておられるのである。

　「良しとされた」とは、神の最初のみわざである光の創造が神の意図にかない満足的なものであったことを意味すると共に、神の創造されたものは「良い（善い）」ものであることを表わしている。つまり、神が創造されたものはすべて「善」であって、神は善なるものだけを創造されるお方なのである。

「神は光とやみとを区別された」：創世記では「闇」は光のない状態を意味するのではなく、もともと「闇」があったのであり、光の創造により、光と闇が混在されたのである。そこで、神はその光と闇とを分離されたというのである。しかし、このことは闇が神の創造以前からあったということを意味しない。闇もまた神により創造されたのであり、神はその闇にも秩序と意味を与えられたのである。

「光を昼と名づけ、やみを夜と名づけられた」：神は光と闇にそれぞれ意味を与えられ、その命名をされた。闇にも秩序と意味が与えられており、闇は悪の表徴でないことはもちろん、神の創造において重要な役割をもっている。だから、神は光の創造により、闇を永遠に追放されたのではないのである。地のある限り、神は光と闇とを交代に出現させられる（創世記8:22）。それは生ける物に休息の眠りを与えるためでもある。

創世記8:22　地の続く限り、種蒔きも刈り入れも

　　　　　　 寒さも暑さも、夏も冬も

 　　　　　　昼も夜も、やむことはない。

　「名づけられた」とは名前を与えられたことであるが、「名」を与えられることは、その事物が神のみこころの圏内に呼び出されることであり、完全な存在として永遠性をもつことを意味している。名付けられ、名を呼ばれることで、神との絶対的関係の中に招かれるのである。バビロニアの天地創造神話にも巻頭の言葉に「天いまだ名づられず、地いまだ名づけられざる時」とあり、これは名づけることと存在することが同意義であることを示している。

「夕があり、朝があった」：ユダヤでは一日の始まりは夕である。つまり、一日はその日の日没（午後六時）に始まり、次の日の日没に終わるのである。夜があり、昼があって一日であるというのがユダヤにおける一日の観念であるが、ここではそのような意味ではない。なぜなら、「夕」と「朝」をそれぞれ半日の起点と考えるならば、「夕があり、朝があった」では、半日しか経過していないからである。また、昼の終わりが「夕」であり、夜の終わりが「朝」であるとする終わることによる次の段階への連絡が中心思想となっているとも解釈されている。つまり、「夕」が一日の初めであることを必ずしも意味していないのである。

　さらに、ヘブル語原典では、第二日から第六日までは連続性をもって序数日数（「シェニー ヨム［第二の日］」）で記されているが、第一日だけは基数（「エハッド ヨム［一つの日］」になっているのである。従って、「夕があり、朝があった」という表現は、単に一日の時間経過を意味しているだけではなく、神の天地創造の経過に関する重要な意義が秘められているのではないかと思われるのである。

「第一日」：「日」は原語「ヨム」で、この語には「昼間」、「（２４時間の）一日」の意味もあるが、他に「（特定されない）長い期間」という意味がある。「一日」と訳出されるのが一般的であるが、前後関係や聖書全体から見るならば、２４時間の「一日」でないことは明白である。

　また、この「第一日」という表現には、その一日の期間がどれくらいであったかを明示する意図はなく、ただ神の天地創造には一定の時間性があり、また創造のみわざには順序と秩序があったという事実を啓示しているだけなのである。神の天地創造の理想は瞬間的に完成されるのではなく、一定の期間を経過して初めて完成するようになっているのである。
＊古代人がこの「ヨム」の意味を億年単位の期間を想定して理解したとは考えられないが、この「ヨム」が２４時間の「一日」であると解釈されるようになったのは、聖書が英訳されるようになった１６世紀頃からのことである。例えば、教会の「教父」（使徒的信仰の代弁者として認められていた２－５世紀の指導者）と呼ばれる人たちが創世記に関して触れている文書ではほとんどの場合、この「ヨム」は長い期間（例えば千年単位）として解釈されていたのである。
１章　６－８節
　神は仰せられた。「大空が水の真っただ中にあれ。水と水との間に区別があれ。」神は大空を造り、大空の下の水と、大空の上の水とを区別された。そのようになった。神は大空を天と名づけられた。夕があり、朝があった。第二日。

【口語訳】神はまた言われた、「水の間におおぞらがあって、水と水とを分けよ」。

そのようになった。神はおおぞらを造って、おおぞらの下の水とおおぞらの上の水とを分けられた。神はそのおおぞらを天と名づけられた。夕となり、また朝となった。第二日である。

【新共同訳】神は言われた。「水の中に大空あれ。水と水とを分けよ。」神は大空を造り、大空の下と大空の上に水を分けさせられた。そのようになった。神は大空を天と呼ばれた。夕べがあり、朝があった。第二の日である。

「大空」：原語「ラキーア」は動詞「ラーカー」（踏みつける、押し広げる、おし延ばす）に由来する名詞で、直訳では「打ち延ばされた（金属）板」の意である。古代セム人は大空を「上に水を蓄えた堅い天井」と考え、その穴から大雨が降ると考えていた。つまり、「大空」とは、「広く圧延されたもの」という意であり、ドームのような屋根（円天井）が天に存在しており、その上には水があり、その窓から雨が降るという古代の世界像に基づいている。また、「大空」は「広げられたもの、敷かれたもの」という意でもあり、眼前や頭上に果てしなく広がる空間をも意味し、その「広がり、空間」を神は創造されたのである。
＊バルバロ訳（カトリック宣教師フェデリコ・バルバロ［1913-1996年］によるカトリック最初の口語訳聖書）では、「屋根」と訳されている。また、その註には「屋根」はヘブル語「ラキハ」で、ギリシヤ語の「スタレオマ」、ラテン語で「フィルマメントゥム」と訳されている。旧約聖書では、詩的表現として「屋根」と言ったのであろうが、当時の宇宙観を表わす「かたくてまるいもの」の意味が含まれている。この「屋根」の上には「上の水」があり、下には雨や雲になる「下の水」があり、上の水と下の水は異質のものだと考えていた、と記されている。
「水の真っただ中にあれ」：原語「イェヒー・ラキーア・ベトフ・ハマイム」で、「光があれ」（イェヒー・オール）と同じく神の意志を表わす「イェヒー」が使われている。ここでは「大空」（ラキーア）が水と水とを分ける真空状態、つまり何もないものなのか、それとも「天蓋」とか「屋根」とも訳出される「かたくてまるいもの」なのか、その解釈は定まっておらず、双方とも解釈は可能である。
「水と水との間に区別があれ」：「大空」（ラキーア）の役割は水と水とを区別する（分ける）ことであり、ここでは大空があることよりも、大空による水と水との分割に焦点が置かれている。そこで、Ｋ・バルトはこの区別（分割）は神による限界の設定であると解する。水と水との区別（分割）は神のことばによる限界の創造であり、それは人間の幸福のためである。つまり、神の定めた限界があるからこそ、人間は広大な宇宙の中で守られて生きることができるのである。
「神は大空を造り」：原語「アサー」は「造る、仕上げる」の意であり、ここから「大空」（ラキーア）が単なる真空状態であったとしても、また実体のある「広がり、空間」であったとしても、それは唯一なる創造主であられる神によって造られたものであり、その「大空」が水と水とを区別したのである。

「大空の下の水と、大空の上の水」：第三日に「大空の下の水」は一所に集められ、「海」となるが、「大空の上の水」について神は全く沈黙されている。それは、神の創造の中心が人間にあることを明示するためであり、人間の居住する陸と海の創造のみを語ることにより、人間中心の創造という永遠の真理を啓示するためであった。
「大空を天と名づけられた」：「天」の原語「シャマイム」は語源としては「水（複数形）からできたもの」の意味であり、「雲」や「雨」からの連想に由来している。また、詩篇19:1において「大空」（ラキーア）と「天」（シャマイム）は同義的並行法として用いられ、ほぼ同意語として用いられている。

詩篇 19:1　天（シャマイム）は神の栄光を語り告げ、
　　　　 　大空（ラキーア）は御手のわざを告げ知らせる。

　1節において「天と地」は原語で「ハシャマイム・ヴェエット・ハアレツ」で、それぞれ「シャマイム」と「エレツ」に冠詞がつけられているが、その理由については明確ではない。因みに8節の「天」は冠詞がない。また、2章4節は前半の「天と地」（ハシャマイム・ヴェハアレツ）には冠詞がついているが、後半の「地と天」（エレツ・ヴェシャマイム）には冠詞がない。
＊第二日は「天」と「地」との分別である。神は真暗なる水を上下に分けて、その間にある空間（場所、広がり）を生じさせたのであり、地を下にして、天を上にして、空間（firmament）・広がり（expanse）を水と水の間に置いたのである。
「天」：「地」以外のすべての物体を指し、太陽系のすべての惑星をはじめとして、幾千万の星、星雲、星河、星座、これらのすべてを総称して「天」と呼ぶ。

「地」：人類の居住する場所を指し、神の似姿に創造された人間のために造られた宇宙の楽園のことである。

　「・・・恒星遊星の中に在りて至小き（いとちいさき）星なりと雖も、神の子と称せられて万物を治むるの権能を与へられたる者、即ち人が其上に現はれたのである、地は量に於て小なりと雖も質に於て大である、宇宙広しと雖も地の如くに美わしき所はない・・・」（内村鑑三『聖書之研究』222号）
【参考】タルムードによる七つの天

①ヴィロン：朝引っ込んで、夕方張り出し、日毎に創造の働きを新たにする以外は役割を果たさない。ラテン語velum（カーテン）に由来し、その機能は夜間に太陽の光を覆い隠すことにあり、明け方には引っ込められる。
イザヤ 40:22

　・・・主は天を薄絹のように延べ、これを天幕（ヴィロン）のように広げて住まわれる。

②ラキーア：太陽と月と星が散りばめられている所。
創世記 1:17

　神はそれらを天の大空（ラキーア）に置き、地上を照らさせ、

③シェハキーム：善人のためのマナをこしらえるためのひきうすが備えられている場所。

詩篇 78:23-24

　しかし神は、上の雲（シャハキーム）に命じて天の戸を開き、食べ物としてマナを、彼らの上に降らせ、天の穀物を彼らに与えられた。

④ズヴール：天上のエルサレムが位置するあたり、祭壇の建てられる神殿を指し、大天使ミカエルがその傍らに立っていけにえを供える場所。

列王Ⅰ 8:13

　そこで私はあなたのお治めになる宮（ズヴール）を、あなたがとこしえにお住みになる所を確かに建てました。
イザヤ 63:15

　どうか、天から見おろし、聖なる輝かしい御住まい（ズヴール）からご覧ください。

⑤マオン：神に仕える天使たちが控える所であり、日中はイスラエルをはばかって沈黙し、夜になって賛美の歌をうたい出す。

申命記 26:15

　あなたの聖なる住まい（マオン）の天から見おろして、・・・

⑥マホン：雪と雹が蓄えてある所、被害を及ぼす露、植物を害する丸い粒がしまってある所、つむじ風と嵐の蔵、戸が火でできている有害な煙を入れた穴。

列王Ⅰ 8:39

　あなたご自身が、あなたの御住まいの所（マホン）である天で聞いて、赦し、またかなえてください。

⑦アラーヴォット：善と正義と慈愛のある所、命と安心と祝福の貯えてある所、善人の魂、これから造られる霊魂の住み家、ほむべき聖なるお方が死者をよみがえらせるのに用いられる露の置いてある所。

詩篇 68:4

　神に向かって歌い、御名をほめ歌え。雲（アラーヴォット）に乗って来られる方のために道を備えよ、・・・

Cf. 列王Ⅰ 8:27
　　　それにしても、神ははたして地の上に住まわれるでしょうか。実に、天も、天の天も、あなたをお入れすることはできません。まして、私の建てたこの宮など、なおさらのことです。

　「天の天」は原語では冠詞のついた「シャマイム」が同じく「シャマイム」を修飾した「シュメ・ハシャマイム」である。この表現は現代の宇宙論との関係において解釈すれば、膨張し続けている宇宙よりも創造主である神はさらに偉大な方であることを暗示する。

１章　９－１０節
　神は仰せられた。「天の下の水が一所に集まれ。かわいた所が現れよ。」そのようになった。神はかわいた所を地と名づけ、水の集まった所を海と名づけられた。神はそれを見て良しとされた。

【口語訳】神はまた言われた、「天の下の水は一つ所に集まり、かわいた地が現れよ」。そのようになった。神はそのかわいた地を陸と名づけ、水の集まった所を海と名づけられた。神は見て、良しとされた。

【新共同訳】神は言われた。「天の下の水と一つ所に集まれ。渇いた所が現れよ。」そのようになった。神は渇いた所を地と呼び、水の集まった所を海と呼ばれた。神はこれを見て、良しとされた。

「天の下の水が一所に集まれ」：「集まれ」の原語「イッカヴー」は「より合わせる、縛りあげる」の意があり、集合と共に強化・濃縮・凝縮の意味を含んでいる。この語は旧約聖書中この箇所でのみ用いられている。
「かわいた所が現れよ」：「現れよ」の原語「テラエー」は「ラーアー」（見る）の三人称、単数、女性、未完了形で、話者の意志を表している。また、この表現も旧約聖書ではここだけに用いられている。「かわいた所」は原語「ハヤバシャー」で、「乾燥し切った所」という意味で、ただかわいたというよりも強い表現である。

＊ここで、かわいた所である「地（陸）」と水が集められた「海」の創造とその命名について語られているのは、神の創造が人間を中心としているという真理を高調するためである。この日、「天の下の水」が神の言葉（語りかけ）により一所に集まり、陸と海に分離・区別されるのは、まさに神の創造が天の下に集中し、地に向けられていることを示している。また、陸と海においては、陸が中心となっている。陸を中心として、水を掃き寄せ、一所に縛りあげたのである。つまり、神は人間のために「かわいた所」を設け、天の下の水を縛りあげて限界と制限を定めることで人間の居住する庭園（エデンの園）を準備されたのである。
Cf. ヨブ 38:8-11

　　　海がふき出て、胎内から流れ出たとき、だれが戸でこれを閉じ込めたか。・・・わたしは、これをくぎって境を定め、かんぬきと戸を設けて、言った。「ここまでは来てもよい。しかし、これ以上はいけない。あなたの高ぶる波はここでとどまれ」と。
１章　１１－１３節

　神は仰せられた。「地が植物、すなわち種を生じる草やその中に種がある実を結ぶ果樹を、種類にしたがって、地の上に芽ばえさせよ。」そのようになった。地は植物、すなわち種を生じる草を、種類にしたがって、またその中に種がある実を結ぶ木を、種類にしたがって生じさせた。神はそれを見て良しとされた。夕があり、朝があった。第三日。

【口語訳】神はまた言われた、「地は青草と、種をもつ草と、種類にしたがって種のある実を結ぶ果樹とを地の上にはえさせよ」。そのようになった。地は青草と、種類にしたがって種をもつ草と、種類にしたがって種のある実を結ぶ木とをはえさせた。神は見て、良しとされた。夕となり、また朝となった。第三日である。

【新共同訳】神は言われた。「地は草を芽生えさせよ。種を持つ草と、それぞれの種を持つ実をつける果樹を、地に芽生えさせよ。」そのようになった。地は草を芽生えさせ、それぞれの種を持つ草と、それぞれの種を持つ実をつける木を芽生えさせた。神はこれを見て、良しとされた。夕べがあり、朝があった。第三の日である。
「植物、すなわち種を生じる草やその中に種がある実を結ぶ果樹」：この箇所は原文が不安定で植物が二種類なのか、三種類なのか、その解釈が分かれている。
①二種類（新改訳、岩波訳）

　「植物（草）、すなわち種を生じる草」と「その中に種がある実を結ぶ果樹（木）」

②三種類（文語訳、口語訳、新共同訳）

　「植物（青草）」と「種を持つ草」と「種を持つ実をつける果樹（木）」

「植物」：原語「デーシュ」は「若草、青草」の意であり、雨の後などに生ずる柔らかい、若い新鮮な草のことである。これは1:30において動物の食物として与えられており、動物が食べる牧草の意味である。

「種を生じる草」：原語「エセヴ・マズリア」で「エセヴ」は「草」の意であるが、「種を生じる草」とは、人間が食べる野菜・穀物などを意味している（1:29）。
「種がある実を結ぶ果樹」：原語「エツ・ペリー」（実を結ぶ果樹）は、柿や桃のように果肉の中に種のできる果樹のことであり、これも人間に食物として与えられたものである（1:29）。

創世記 1:29-30

　神は仰せられた。「見よ。わたしは、全地にあって、種を持つすべての草と、種を持って実を結ぶすべての木をあなたがたに与える。それがあなたがたの食物となる。また、地のすべての獣、空のすべての鳥、地をはうすべてのもので、いのちの息のあるもののために、食物として、すべての緑の草を与える。」

　神は「種を持つすべての草」（野菜・穀物）と「種を持って実を結ぶすべての木」（果樹）を人間に食物として与えられ、また「すべての緑の草」（青草・牧草）を動物たちの食物として与えられたのである。
「種類にしたがって」：「種類」は集合名詞であるから、「種を生じる草」と「実を結ぶ果樹」の二種類という意味ではなく、「種を生じる草」の中の諸々の種類、「実を結ぶ果樹」の中の色々な種類という意味である。つまり、「種を生じる草」にも、「実を結ぶ果樹」にも細分化された種類とそれに応じた秩序があり、神は格別な愛の配慮をもって、植物の一つ一つを別々に創造され、多種多様の性質と特性を与えられたのである。植物はその種類に従って成長し繁殖することで、この地のすべての生き物（「いのちの息のあるもの」は原語「ネフェシュ・ハヤー」で「生きている魂」の意であるが、これは動物の生命で植物にはないものを意味しており、「生き物、生物）と訳出される）の食物となるのである。
　神の天地創造の物語については、その６日間の創造の前半の３日間と後半の３日間が対比的に描かれている。そして、それぞれの最後の日である「第三日」と「第六日」は特別な意味を有している。つまり、「第三日」に関しては、「神はそれを見て良しとされた」（ヴァヤル・エロヒーム・キー・トーヴ）という言葉が二度（10,12節）使われており、「第六日」においては、「見よ。それは非常に良かった」（ヴェヒネ・トーヴ・メオッド）という最高の歓喜の言葉が語られているのである（31節）。
　また、「神は仰せられた」（ヴァヨメル・エロヒーム）という言葉は、「第三日」には二度（9,11節）、「第六日」には三度（24,26,29節）使われている。神は「第三日」と「第六日」を特別な心情で見つめておられたのである。

　さらに、「地は茫漠として何もなかった」（2節）という状態、つまり「トフー・ヴァヴォフ」（形なく、空しい）は六日間で完全なまでにすべてに充溢した美しい世界、「非常に良かった」と感嘆する世界に造られていくが、その前半の３日間で「トフー」（形なく）の世界に完全な形が与えられ、後半の３日間で「ヴァヴォフ」（空しい）の世界は麗しきもので満たされるのである。
◇Days of forming（外形の創造）

第一日：光とやみとを区別される
第二日：天の上の水と天の下の水を区別される
第三日：陸と海とを区別される

God’s “separating” and “gathering” on days 1-3 gave “form”.

◇Days of filling（内実の創造）

第四日：大空を日月星辰で充満させる

第五日：大空を鳥、海を魚で充満させる
第六日：地上（陸）を動物で充満させる


God’s “making” and “filling” on days 4-6 removed the “emptiness”.
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